解答、解説は2008年度卒業生によるものです。使用は自己責任でお願いします。

問題？　誤っているのはどれか。 
(a)ステージⅣの大腸癌で手術が行われる場合がある。 
(b)深達度m、最大径2cm未満の大腸癌は内視鏡的切除の適応である。
(c)下行結腸からの出血は鮮紅色であることが多い。
(d)直腸は、上部が上腸間膜動脈系、中下部が下腸間膜系の支配を受ける。 
(e)左側結腸癌の方が腸閉塞症状を呈するのが遅れる方向にある。 

d、eは明らかに間違いだと思います。 

問題？
正しいものを3つ選べ。
(a)胃の大弯に分布する動脈は、胃大網動脈である。
(b)左胃静脈は門脈に流入する。
(c)壁細胞からはペプシノーゲンが分泌される。
(d)十二指腸のBrunner腺からも酸が分泌される。
(e)十二指腸は上腸間膜動脈の背側を通る。
【解答】(a)（b）(e)

【解説】
(a)○左右の胃大網動脈が分布します。
(b)○食道の下1/3です。
(c)×主細胞：ペプシノーゲン、副細胞：粘液、壁細胞：胃酸、内因子（ビタミンB12の吸収に関与）。
(d)×Brunner腺（十二指腸腺）はアルカリ性のムコイド物質を分泌し、pHを膵臓酵素が最も効果的になるレベルに調節して、酸性乳糜粥から十二指腸粘膜を守っていると考えられています。
(e) ○十二指腸水平部は腹部大動脈と上腸間膜動脈起始部に挟まれているので、上腸間膜動脈によって圧迫されやすく、閉塞をきたしやすくなっています（上腸間膜動脈性十二指腸閉塞症）。
【参考】病気がみえるvol.1消化器p37,49,53、step外科②消化器外科、小児外科p98

問題は既に配布済みですが、昨年度サイトに解説がありましたので追加しました。

問題？ 
急性腹症の患者を診察した外科医の態度として不適切な選択肢をすべて選びなさい。 
(a)患者の状態が良好であったため、確定診断はつかなかったが帰宅させた。 
(b)患者の状態が良好であったが、経過観察目的に入院させた。 
(c)患者の状態が不良であったため、確定診断はつかなかったが緊急手術を行った。 
(d)患者の状態が不良となったので、緊急手術はしなかった。 
(e)患者の状態を判定せずに帰宅させた。 

【解答】(a)？(d)(e) 
【解説】急性腹症では、まず全身状態の改善が大切。状態の悪化が予想される場合、確定診断がつかずとも緊急手術に踏み切る場合もあるが、的確な検査を行って適切な診断を下して治療にあたることが望まれる。 （解答にあまり自信ないので、ご意見いただければと思います。）
【参考文献】 
year note: L-26 　　　　http://www.torages.jp/joubu/sinryou/misc/acutabd.htm
